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 「断熱工法について 天井の断熱施工（桁上断熱）」ガラス繊維協会ウェブサイト

3歩先の施工ポイント 天井［桁上断熱］
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外壁の断熱材、石膏ボードの施工が終わったら、天井の下地を組み、天井仕上げ材を張る。
天井裏のスペースは照明器具の取付けや配管スペースとして利用でき、ダウンライト等の埋込み式の照明器具を施工する際も、気
密処理は不要となる。
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